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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第１四半期 8,881 1.2 300 △3.8 329 △0.6 190 3.9

30年３月期第１四半期 8,779 △3.1 312 26.5 331 40.8 183 56.2
(注) 包括利益 31年３月期第１四半期 204百万円(△12.0％) 30年３月期第１四半期 232百万円( 133.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第１四半期 18.92 －

30年３月期第１四半期 18.13 －
　

平成29年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。なお、前連結会
計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第１四半期 40,258 21,983 54.5

30年３月期 43,974 22,183 50.3
(参考) 自己資本 31年３月期第１四半期 21,936百万円 30年３月期 22,135百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00

31年３月期 －

31年３月期(予想) 0.00 － 40.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 39,000 4.5 1,300 6.1 1,300 1.5 800 △25.3 79.49
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、７ページ【２．四半期連結財務諸表及び主な注記】「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期１Ｑ 10,161,686株 30年３月期 10,161,686株

② 期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 98,073株 30年３月期 98,005株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 10,063,662株 30年３月期１Ｑ 10,107,785株
　

平成29年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。なお、期中平均
株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際に業績は今後様々な要因によって異な
る結果となる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関す
る定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

肥料業界におきましては、農業従事者の高齢化、後継者不足、耕作放棄地の拡大等、日本農業の

構造的問題や農産物の生産コストの低減の動きが一層強まる等、依然として需要の減少に歯止めが

かからない状況が続いております。また、政府は「農業競争力強化プログラム」に基づき生産資材

価格の引き下げや業界再編を促すための措置を講じております。当社最大の取引先であります全国

農業協同組合連合会においても、肥料価格の引き下げを目的とした「集中購買方式」による購入を

今年度は対象品目を拡大して実施することとなり、業界内の価格競争が激化するなか、縮小する市

場の奪い合いに拍車がかかっております。

このような情勢の下、当社グループは2018年度を初年度とする中期経営計画（2018～2020年度）

に基づき、次世代にふさわしい企業基盤構築を目指し各施策に取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高8,881百万円（前年同期比1.2％

増）、営業利益300百万円（前年同期比3.8％減）、経常利益329百万円（前年同期比0.6％減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益190百万円（前年同期比3.9％増）となりました。

各セグメント別の概況は以下の通りであります。

肥料事業は、農業従事者の労力を軽減する機能性肥料等収益性の高い品目を中心とした営業活動

に努めたものの、販売数量の減少により、売上高6,830百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント

利益419百万円（前年同期比13.0％減）となりました。

化学品事業では、飼料用リン酸カルシウム、無機素材品を中心に販売が好調に推移したことによ

り、売上高1,568百万円（前年同期比18.8％増）、セグメント利益は102百万円（前年同期比48.9％

増）となりました。

不動産事業においては、オフィスビルや商業施設等、現状の賃貸物件により安定的に収益を確保

したことによって売上高155百万円（前年同期比2.0％増）、セグメント利益は95百万円（前年同期

比42.4％増）となりました。

その他の事業においては、食品事業の減収及びミャンマーにおける肥料生産販売事業の技術指導

が昨年度で終了したことにより、売上高588百万円（前年同期比6.2％減）、セグメント損失は48百

万円（前年同期は47百万円の損失）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結業績を踏まえた平成31年３月連結業績予想につきましては、前回発表の予想

（平成30年５月15日公表）から変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,744 3,229

受取手形及び売掛金 10,987 8,329

有価証券 3 3

商品及び製品 5,399 5,458

仕掛品 537 561

原材料及び貯蔵品 3,424 3,775

未収還付法人税等 3 －

その他 553 504

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 25,650 21,860

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,028 5,974

機械装置及び運搬具（純額） 2,371 2,317

土地 6,640 6,739

その他（純額） 509 480

有形固定資産合計 15,549 15,513

無形固定資産 141 123

投資その他の資産

その他 2,652 2,781

貸倒引当金 △19 △19

投資その他の資産合計 2,632 2,761

固定資産合計 18,323 18,398

資産合計 43,974 40,258
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,122 5,840

短期借入金 6,736 4,176

未払法人税等 594 202

賞与引当金 374 108

その他 2,533 2,732

流動負債合計 16,362 13,059

固定負債

長期借入金 855 780

役員退職慰労引当金 431 277

退職給付に係る負債 3,203 3,243

その他 937 914

固定負債合計 5,428 5,215

負債合計 21,791 18,275

純資産の部

株主資本

資本金 4,214 4,214

資本剰余金 9,905 9,905

利益剰余金 8,297 8,083

自己株式 △141 △141

株主資本合計 22,276 22,062

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 203 202

退職給付に係る調整累計額 △344 △328

その他の包括利益累計額合計 △140 △125

非支配株主持分 47 47

純資産合計 22,183 21,983

負債純資産合計 43,974 40,258
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 8,779 8,881

売上原価 6,998 7,097

売上総利益 1,780 1,784

販売費及び一般管理費 1,468 1,483

営業利益 312 300

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 14 8

その他 28 32

営業外収益合計 42 40

営業外費用

支払利息 13 11

その他 10 1

営業外費用合計 24 12

経常利益 331 329

特別利益

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 1 －

受取補償金 3 －

特別利益合計 5 1

特別損失

固定資産除売却損 8 9

特別損失合計 8 9

税金等調整前四半期純利益 328 321

法人税、住民税及び事業税 144 130

法人税等調整額 0 0

法人税等合計 145 131

四半期純利益 182 190

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 183 190
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 182 190

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27 △0

退職給付に係る調整額 21 15

その他の包括利益合計 49 14

四半期包括利益 232 204

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 232 204

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　１．原価差異の繰延処理

季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込

まれるため、当該原価差異を繰り延べ処理しております。

　２．税金費用の計算

税金費用については、主に当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場

合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の

区分に表示しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 化学品 不動産 計

売上高

外部顧客への売上高 6,913 1,276 149 8,340 438 8,779 ― 8,779

セグメント間の内部売上高
又は振替高

17 43 2 63 189 252 △252 ―

計 6,931 1,320 152 8,404 627 9,032 △252 8,779

セグメント利益又は損失
（△）

482 68 67 618 △47 571 △258 312

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、食品、農産物及び物

資その他、プラント等の設計及び施工、運送業務等の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△258百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 化学品 不動産 計

売上高

外部顧客への売上高 6,824 1,505 152 8,483 398 8,881 ― 8,881

セグメント間の内部売上高
又は振替高

5 62 2 71 189 260 △260 ―

計 6,830 1,568 155 8,554 588 9,142 △260 8,881

セグメント利益又は損失
（△）

419 102 95 618 △48 570 △269 300

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、食品、農産物及び物

資その他、プラント等の設計及び施工、運送業務等の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△269百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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